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　新生活への期待と不安を胸に入学してから今日
まで、実習や課題などで大変な時期もありましたが、
その分友人と過ごす時間も多く、充実した日々を送
ることができました。また、いつも親身になって私
たちを支えてくださった先生方や家族には感謝の
気持ちでいっぱいです。
　これからは医療従事者としての自覚を持ち、同じ
4年間を過ごした仲間が各々の場で頑張っている
ことを励みに、日々精進していきたいと思います。

　臨床検査学科 ４年  瀬川 美桜

　大学生活4年間の中で、実習、研究、国家試験など
多くのことを経験することができました。たくさんの
苦難を乗り越えることが出来たのも、支え合ってきた
友人、そして、温かく見守り、サポートをしてくださっ
た先生方や家族の存在があったからだと思います。
　この感謝の気持ちや、実習での患者様との出会い
を胸に、患者様に寄り添える看護師になりたいと思
います。
　卒業後の道は、それぞれ違いますが、仲間達が
各々の場所で充実した日々を送れることを祈って
います。

看護学科 ４年  三好 理子

〒761‒0123 香川県高松市牟礼町原281-1
Ｔｅｌ：087‒870‒1212　Ｆａｘ：087‒870‒1202
E-mail： hokeniryodaigaku@pref.kagawa.lg.jp
http://www.kagawa-puhs.ac.jp/

タイトルのHANDsは“高い専門的医療技術により、尊い生命を支える人間愛に溢れた温かい手”を意味しています。

◆学校への経路
【西方面から】 高松から車で30分
 ことでん志度線・原駅下車徒歩10分
 高松東ICより車で10分
【東方面から】 JR高徳線・JR志度駅から車で5分
 志度IC（または、さぬき三木IC）より車で10分

●お知らせ

公開講座

　平成29年11月24日に第２回公開講座を開催しました。臨床検査学科
の眞鍋教授及び看護学科の西岡准教授を講師として、それぞれ「貧血大
国日本から脱するために～我々が知るべきこと～」「慢性病と共に生きる～
慢性腎臓病との付き合い方～」というテーマで講演を行いました。会場の
香川県社会福祉総合センターには、55名の
熱心な県民が参加されました。講演後の質
疑応答では核心をつく質問が数多く寄せられ
白熱した議論になりました。 

平成29年11月24日（金）

卒業・修了
　おめでとう！

◆入学式    4月4日㈬
◆オープンキャンパス   7月21日予定
◆公開講座    8月下旬・11月中旬予定
◆橄欖祭（大学祭） 　　 10月20日予定
◆いきいき健康広場   年1回（公開講座と同時開催予定）

　

かん  らん  さい

教育講演会・卒業生交流会

　開学記念日に教育講演会・卒業生交流会が開催されました。
教育講演会では「看護の場面で大切にしている倫理・看護の価値・
すばらしさ」といったテーマで、慢性疾患看護専門看護師の高橋奈美
先生から講義だけでは想像もつかない看護の現場についてお話があ
りました。
　卒業生交流会では、様々な職種で活躍する４名の先輩方から、大学
生活や現在の課題についてお話があり、自身の将来について考える
機会となるとともに、今後の大学生活での指針ともなりました。大学祭
前日の慌ただしさのなかでしたが、大勢の学生が有意義な時間を過ご
すことができました。

看護学科2年　森実 拓巳教育講演会・卒業生交流会 平成29年10月20日（金）
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　平成29年10月4日に本学201講義室で、第

１回学術セミナーが開催されました。香川大学

医学部形態・機能医学講座薬理学教授の西山

成先生を講師としてお招きし、「創薬活動を目指

した基礎研究の展開」というテーマでご講演いた

だいた後、博士後期課程の学生2名による発表

を行いました。西山先生の先進的な研究につ

いてのご講演に加え、学生に対する質疑応答

でも活発な意見交換が行われ、私にとっても今

後の研究に対して大変有意義なセミナーとなり

ました。

［橄欖祭実行委員長］　看護学科 2年　阿部 美優橄欖祭（大学祭） 平成29年10月21日（土）

博士後期課程 1年　森西 起也

大学院臨床検査学専攻博士後期課程第１回学術セミナー 平成29年10月4日（水）

　第18 回橄欖祭のテーマは「夢」でした。このテーマには「夢中になって夢を追いかけよう」という意味が込められていました。  
　当日雨に見舞われるなど、困難も多々ありましたが、このテーマのもと実行委員を中心にみんなが一丸となり、無事大学祭を
成功させることができました。橄欖祭に関わってくださった全ての方に心から感謝申し上げます。

*

*

*

新任紹介Introduction
　教養部の助教に着任致しました新美と申します。私は解剖学の
研究、特に血管やリンパ管の発育過程における基礎的な形態研究
が専門です。本学は医療大学ということで臨床のことに目を向け
がちですが、基礎科学にも少しでも興味を持ってもらえるように
教育活動に励んでいく所存でございます。どうぞ宜しくお願い致
します。

新美 健太
教養部 助教

解剖生理学
専門分野

地域連携推進センター長 平川 栄一郎

地域連携推進センター紹介

　私たち健康サポーターは、地域の人たちの健康
の向上を願って活動しています。このため、同養成
講座では、疾病についての理解を深めるとともに健
康問題を考えることができるよう学んでいます。
　特に大学祭では、食習慣や運動習慣などの健康
教育を発表と展示で行い、
地域の方の生活習慣につい
て一緒に考えることができる
いい機会になりました。

　地域連携推進センターは地域の皆さまの健康増
進を目的として、いきいき健康広場の開催や健康サ
ポーターの養成、ふるさと祭りへの参加、小・中学生
のためのライフサイエンス教室などを開催していま
す。また、地域住民の方々を対象とした健康イベン
トへの参加や研修会を支援するなど、様々な健康
活動を行っています。
　超高齢化社会を迎え地域包括ケアシステムの構
築が叫ばれるいま、本学の教職員と学生は地域の
皆さまと一緒になって、地域のニーズに応える地域
貢献を進めてまいります。

看護学科 2年 唐渡 里奈

▲ いきいき健康広場 ▲

大学祭での健康教育の発表▶
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